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                            学級数 ６学級 
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－ 自覚と誇りを持ち、未来に翔く人の育成を目指す学校経営 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学びの目的を理解し、その喜びを実感する

人」「課題を発見し、自ら進んで解決に取り組む

人」「多様な他者と協働できる人」の育成を目指

し、地域と一体となった特色ある様々な教育活動

に取り組んでいる。 

特に、令和４年度からの３年間、文部科学省「マ

イスター・ハイスクール事業」に取り組み、地域

や企業等と連携した実践により漁業のデジタル

化や漁家経営の持続化、オリジナル商品開発等に

大きな成果を上げている。 

 



－ 生徒の主体性やコミュニケーション能力の向上を目指す地域と連携した教育活動 － 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ IT 技術を活用した「スマート水産業」等の実践を通して、 

地域と連携した協働的な教育活動 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 地域とともに、特色ある教育活動の推進に期待 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の主体性とコミュニケーション能力の向

上を目指し、総合的な探究の時間に「地域課題

解決プロジェクト」を実践している。生徒自ら

役場や企業に行き、地域の活性化や地域課題の

解決につながるアイディアを考え、解決策を話

し合う授業実践を行っている。  

生徒の主体性やコミュニケーション能力の向

上など教育的な効果が表れている。また、郷土

愛の醸成にもつながり、地元企業に就職する生

徒も見られるなど、その取組の成果は高く評価

されている。 

 

漁業の効率化やデジタル化を推進するために、

「うみログ」等の観測機器から得られたデータの

効果的な活用法などを地元の漁業者と生徒が意

見交換して知識や技術を深めてきた。また、生徒

が水中・空中ドローンの操作方法を漁業関係者に

説明するなどの交流を持っている。ドローンを活

用した調査を継続的に実施し、「漁場の見える

化」・「データ化」をすすめ、地域の漁業者と意見

交換をしながら、資源量の情報共有システムを構

築している。 

先生方には、日頃から生徒に温かく寄り添い、

見守っていただいてくれることに感謝しており

ます。マイスター・ハイスクール事業を通して、

子どもたちは先進的な学びを実践していました。

今後も地域の産業界や自治体と連携しながら、地

域の未来を見据えた教育に力を注いで欲しいと

思います。こうした取組は生徒一人ひとりの可能

性を広げるとともに、地域にとって大きな意味を

もつものだと思います。（保護者の声） 


